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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期における経済情勢は、国内におきましては、国土交通省が発表した５月の住宅着工戸数につきまし

ては、低金利政策の恩恵を受けて、前年同月比で５ケ月連続の増加と堅調な状況が続いておりますが、全般的に

は、内需の腰折れを懸念して、2017年４月に予定されていた消費増税を２年半延期すると決定したものの、ものづ

くり産業全般の設備投資動向の指標とも云える日本工作機械工業会による６月の工作機械受注統計額が11ヶ月連続

の前年割れとなるなど、景気先行き見通しがより不透明となっております。 

 また、海外におきましては、米国の大統領選挙の動向や金融引き締めに対する警戒感、中東をはじめとする世界

各地の地政学リスクや中国の経済成長の成熟化に伴う各国からの輸入ペースの鈍化といった不安定要素の変動に加

え、英国の欧州連合（ＥＵ）からの離脱を問う国民投票が可決された事などが、世界経済に大きな動揺を与え、そ

の結果、年初来からの円高傾向に拍車が掛かったことにより、日本製品の国際競争力への懸念が高まっておりま

す。 

 このような環境のもと、当社の第１四半期における売上高は、954,955千円（前年同四半期は1,190,794千円）と

３年振りの減収となりました。それに伴い損益面では、営業利益66,190千円（前年同四半期は138,296千円）、経

常利益68,863千円（前年同四半期は165,520千円）、四半期純利益67,440千円（前年同四半期は144,470千円）とな

り、それぞれ３年振りの減益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第1四半期末における総資産は、前期末に比べ3,805千円減少し、9,790,715千円となりました。 

 これは主に、現金及び預金が155,434千円増加したものの、株価下落により投資有価証券が115,214千円及び消費

税の還付などにより流動資産のその他に含まれる未収入金が47,880千円減少したことなどによるものであります。 

 負債につきましては、前期末に比べ50,653千円増加し、1,947,440千円となりました。 

 これは主に、支払手形及び買掛金が96,489千円並びに賞与引当金が66,040千円減少したものの、流動負債のその

他に含まれる未払費用が147,332千円及び前受金が64,091千円増加したことなどによるものであります。 

 また、純資産につきましては、前期末に比べ54,458千円減少し、7,843,274千円となりました。その結果、自己

資本比率は80.1％となりました。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 今後の業績見通しにつきましては、国内におきましては、円高や株安に伴う景気後退への不安感が、当社業績に

どのような悪影響を及ぼすかが懸念されますが、オリンピックを控えて新たな社会資本整備やそれに伴うＩＴを活

用した新たなビジネスモデルの創出が次世代の日本経済を形作ることが期待され、環境に優しいバイオマス活用も

含めて資源量の豊富な国産材利用の更なる活性化に伴う木工機械需要が期待されます。また、工作機械関連では、

アベノミクスを推進する上で景気の腰折れを防ぐ為に検討されるであろう補正予算の策定、内需拡大を喚起する政

策減税や地方創生をにらんだ規制緩和等により、ものづくり体制の強化に伴う設備投資が期待されます。 

 海外におきましては、新興国経済の減速や英国のＥＵ離脱問題などの不安定要素が世界経済に及ぼす悪影響によ

り、現在は予断を許さない状況下ではあるものの、世界人口は着実に拡大を続けるために、当社として培い続けて

いる日本での高品質なものづくりの優位性をＰＲすることにより、緩やかな景気回復基調が続くものと思われま

す。 

 詳細につきましては、本日（平成28年８月10日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

 なお、上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があり、その達成を当社として約束するもので

はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

   法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

   当第１四半期累計期間においては、建物附属設備及び構築物の取得がないため、財務諸表に与える影響はあ

りません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,209,275 5,364,709 

受取手形及び売掛金 1,031,257 1,093,604 

製品 60,166 78,163 

仕掛品 280,881 227,540 

原材料及び貯蔵品 130,922 129,499 

その他 67,621 20,679 

貸倒引当金 △2,288 △2,420 

流動資産合計 6,777,836 6,911,776 

固定資産    

有形固定資産    

土地 1,143,629 1,143,629 

その他（純額） 850,727 829,611 

有形固定資産合計 1,994,357 1,973,241 

無形固定資産 11,819 10,405 

投資その他の資産    

投資有価証券 966,844 851,629 

その他 43,662 43,662 

投資その他の資産合計 1,010,506 895,292 

固定資産合計 3,016,683 2,878,938 

資産合計 9,794,520 9,790,715 

 

- 3 -

キクカワエンタープライズ㈱(6346）　平成29年３月期第１四半期決算短信（非連結）



 

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 456,278 359,788 

未払法人税等 － 4,370 

前受金 233,440 297,531 

賞与引当金 107,200 41,160 

役員賞与引当金 30,000 5,000 

その他 118,189 313,934 

流動負債合計 945,107 1,021,785 

固定負債    

繰延税金負債 241,821 210,302 

退職給付引当金 588,524 594,346 

役員退職慰労引当金 94,970 94,620 

資産除去債務 26,363 26,386 

固定負債合計 951,679 925,654 

負債合計 1,896,786 1,947,440 

純資産の部    

株主資本    

資本金 660,000 660,000 

資本剰余金 411,311 411,311 

利益剰余金 6,751,427 6,781,242 

自己株式 △208,207 △208,207 

株主資本合計 7,614,531 7,644,346 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 283,201 198,928 

評価・換算差額等合計 283,201 198,928 

純資産合計 7,897,733 7,843,274 

負債純資産合計 9,794,520 9,790,715 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 1,190,794 954,955 

売上原価 764,587 616,048 

売上総利益 426,206 338,907 

販売費及び一般管理費 287,910 272,716 

営業利益 138,296 66,190 

営業外収益    

受取利息 1,341 1,268 

受取配当金 13,389 13,363 

為替差益 4,423 － 

売電収入 4,260 4,410 

その他 5,834 6,235 

営業外収益合計 29,250 25,278 

営業外費用    

支払利息 17 12 

為替差損 － 20,748 

売電費用 1,997 1,824 

その他 11 21 

営業外費用合計 2,026 22,605 

経常利益 165,520 68,863 

税引前四半期純利益 165,520 68,863 

法人税、住民税及び事業税 21,657 2,021 

法人税等調整額 △607 △599 

法人税等合計 21,049 1,422 

四半期純利益 144,470 67,440 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

 当社は、機械の製造並びに販売事業において単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略しておりま

す。
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